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Abstract  Stonefly nymphs (Insecta, Plecoptera) were collected at 78 sites in the Yahagi River system, 
central Honshu, Japan in 2015-2016. In addition to the data from literature on the nymphs, at least 45 taxa 
of Plecoptera were identified, and out of these 24 were identified to the species level. Each taxon (species) 
of Plecoptera tended to occur in a characteristic scale of river basins (area of catchment basin) and in a 
characteristic zone of altitude, not only in the zone under the altitude ca. 1000 m, but also in the zone over 
ca. 1000 m. For instance, Scopura montana (Scopuridae) and Isoperla towadensis (Perlodidae) nymphs were 
abundant at small-scale mountain streams (catchment basin : smaller than 0.1 km2) and at the altitudes higher 
than ca. 1000 m. This indicates that the suitable habitat of each taxon (species) about area of catchment 
basin and about the altitude is similar to that observed in the Tama River system, central Honshu, also in the 
streams at the altitudes over ca. 1000 m.  Oyamia lugubris (Perlidae) nymphs were not collected at all be-
tween the four dams along the Tomoe River, the largest tributary of the Yahagi River. These sites are included 
in the suitable habitat for Oyamia lugubris about the area of catchment basin and about the altitude, but O. 
lugubris did not occur. It is not clear whether artificial impacts affect the occurrence, or not. Xanthoneuria 
(Perlidae) nymphs were collected continuously above the Yahagi Dam, but they were not collected at all 
below the dam, where six other dams are located. Isoperla nymphs were also abundant above the Yahagi 
Dam, and they were collected below the dam too, but they were rare in the drought stretches below the 
diversions. Xanthoneuria and Isoperla nymphs may be affected by artificial alteration of river environment 
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大型糸状緑藻カワシオグサ  Cladophora glomerata の大
繁茂 12, 13)、 外来の二枚貝カワヒバリガイ Limnoperna 
fortunei の侵入と大発生 14-16)、同じく外来の水草オオカ













2000 年 9 月の東海豪雨（恵南豪雨）では、平年の約 10 年












ントロールできる給砂実験が計画され 33)、2016 年 9 月
































































（2016 年より生態研究室）が 2000 年から毎年実施して
いる広域定点調査（7 地点）では定性採集をしており、









 本研究では 2015、2016 年に 61 地点で調査した。これ
に中日本高速道路（株）提供の標本による 17 地点、川
﨑・内田 31)による 2004～2014 年の定時間採集の 55 地点
および広域定点調査による定性採集の 7 地点を加え、計
140 の調査地点（図 1）の結果を用いた。矢作川水系にお













の 1: 25,000 地形図から求めた。集水面積は川崎・内田 36)
の調査地点を含む全調査地点を測定した（付表 1-1, 1-2）。 
図は縦軸に標高（m）、横軸に集水面積（km2）（対数）
をとり、各調査地点で採集されたカワゲラ類各種（属）


















た（特に地点 13, 38）。そこで、本研究では 196 地点を
再測定あるいは新たに測定し、各調査地点の集水面積を
修正して示した（付表 2）。そして、その修正した集水面
積を図 2, 4 および付図 1-1～1-6 に反映させた。なお、多
摩川水系では採集されず、矢作川水系では採集された種
については、標高と集水面積との関係を付図 2 に示した。 
多摩川水系での採集方法はこの研究と異なり、1～3 人
でのべ 5～90 分間、網目内径 1.5 mm の手網を用い、カ
ワゲラ類のみをあらかじめ多く採集されると予想された
微生息場所で採集した。個体数を図示する際は、のべ 15
10 個体数/120 分採集 個体数/15 分採集 
定性的な生息確認 

































































































































は 24 種だった。採集されたカワゲラ類の内訳は付表 3-1, 
3-2 に示した。 
種まで同定された 24 種のうち、フライソンアミメカ
ワゲラ Perlodes frisonanus は国のレッドデータブックに
準絶滅危惧種（NT）として掲載されており 39)、矢作川で
は 2004 年に採集されて以降は採集できていない 36)。一
方、近年ほとんど採集されていなかったコウノヒメカワ
ゲラ属の一種 Tadamus sp. 36)は、2015 年 12 月に東名高速
道路矢作川橋の直下流において 1 個体のみ採集された
（付表 3-2 の地点番号 125）。 
種まで同定できなかった分類群のうち、ヒメカワゲラ
亜科の一種 Isogeninae Gen. sp.は稲田 40)による Isogenus
（s. lat.）sp. および清水ほか 2)の Perlodini Gen. sp. と同
種である考えられる。Stavsolus japonicus（s. lat.）は Ohgane 















 本研究で重点的に調査した標高約 1000 m 以上の地点
では、ミネトワダカワゲラ Scopura montana とトワダク
サカワゲラ Isoperla towadensis が多く採集された。ミネ
トワダカワゲラは、矢作川水系では標高約 1200 m 以上
かつ集水面積約 0.1 km2 以下で多く採集され、多摩川水
系では標高約 1000 m 以上かつ集水面積約 1 km2 以下で
採集された（図 2 上）。トワダクサカワゲラは、矢作川
水系では標高約 900 m 以上かつ集水面積約 0.1 km2以下
で多く採集され、多摩川水系では標高約 1000 m 以上か









としてカミムラカワゲラ Kamimuria tibialis の結果を示し
定性的な生息確認 








































標高約 500 m以下で、集水面積が約 5 km2以上の地点に
多く分布しており、標高および集水面積による生息適地
は両水系でおおむね一致している。 




においては集水面積約 100 km2 以下の広い範囲の集水面
積と標高の範囲に生息していたのに対して、多摩川水系
においては標高約 1000 m 以下の集水面積が小さな河川
































































































































































































































































































































































できたものは 24 種だった。 
矢作川水系におけるカワゲラ類各種（属）は、川﨑・
内田が示した標高約 1000 m 以下の範囲だけでなく、そ
れより標高の高い河川においても、特徴的な河川規模（集
水面積）と標高に生息していた。例えば、ミネトワダカ
ワゲラとトワダクサカワゲラは標高約 1000 m 以上でか
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付図 1-1. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 
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付図 1-2. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 
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付図 1-3. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 
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付図 1-4. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 
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付図 1-5. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 
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付図 1-6. 矢作川水系（左）と多摩川水系（右）における調査地点の 

























































































































































1 長野県平谷村大川入山 柳川 上村川源流 1,810 0.021 2014年 8月13日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
2 長野県伊那群平谷村 柳川 砂防堰堤上流 1,080 8.20 2011年 3月18日 内田臣一・尾崎大悟・今泉仁希・松井拓也 のべ120分
3 長野県伊那群平谷村 柳川 砂防堰堤下流 1,050 9.40 2011年 3月18日 内田臣一・尾崎大悟・今泉仁希・松井拓也 のべ120分
4 長野県平谷村 柳川支流峠川の左岸側支流 治部坂峠の西0.2 km 1,180 0.058 2015年 8月 7日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
5 長野県平谷村 柳川支流峠川の本流 治部坂峠の西0.2 km 1,180 0.17 2015年 8月 7日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
6 長野県平谷村 柳川支流峠川の右岸側支流 治部坂峠の西南西0.4 km 1,170 0.031 2015年 8月 7日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
7 長野県平谷村 柳川支流フロヤ沢支流の源流 蛇峠山の西0.6 km 1,490 0.036 2015年 8月21日 内田臣一・藤本卓也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
8 長野県下伊那郡平谷村 フロヤ沢 平谷大滝の東南東0.5 km 1,180 0.62 2014年 4月18日 内田臣一・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
9 長野県平谷村 柳川支流フロヤ沢源流 五座小屋峠の北西0.1 km 1,230 0.058 2015年 9月25日 内田臣一・岡田和也・有竹哲也・山脇健也 のべ120分
10 長野県下伊那郡平谷村靭（うつぼ） フロヤ沢 柳川との合流点の直上流 980 8.20 2014年 4月18日 内田臣一・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
11 長野県下伊那郡平谷村柳平 柳川 諏訪神社の北東0.7 km 930 21.8 2014年 4月18日 内田臣一・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
12 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南0.2 km 林道直下の細流 1,490 0.013 2015年 4月17日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
13 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南東0.4 km 林道北の尾根を越えた細流 1,470 0.025 2015年 4月17日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
14 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.4 km 林道直上の2本の細流のうちの北 1,440 0.008 2015年 4月17日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
15 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.4 km 林道直上の2本の細流のうちの南 1,440 0.014 2015年 4月17日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
16 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南0.6 km 林道直上の3本の細流のうちの西 1,390 0.003 2015年 4月24日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・山下卓義・山脇健也 のべ120分
17 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南0.6 km 林道直上の3本の細流のうちの中央 1,390 0.003 2015年 4月24日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・山下卓義・山脇健也 のべ120分
18 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南0.6 km 林道直上の3本の細流のうちの東 1,380 0.014 2015年 4月24日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・山下卓義・山脇健也 のべ120分
19 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.7 km 林道上の細流 1,330 0.017 2015年 4月24日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・山下卓義・山脇健也 のべ120分
20 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.8 km 林道上の細流の湧出口 1,310 0.007 2015年 4月24日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・山下卓義・山脇健也 のべ120分
21 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.75 km 林道直上の渓流 1,290 0.104 2015年 4月17日 内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
22 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の南南東0.8 km 林道直下の細流 1,280 0.004 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
23 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の林道入口の西北西0.7 km 北の湧出口 1,160 0.002 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
24 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の林道入口の西北西0.7 km 南の湧出口 1,150 0.02 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
25 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の林道入口の西北西0.5 km 林道上の細流の湧出口 1,100 0.013 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
26 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の林道入口の西北西0.4 km 林道直上の細流 1,070 0.005 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
27 長野県平谷村高嶺林道 長者峰の林道入口の西0.3 km 林道直上の渓流 1,060 0.43 2015年 5月 2日 内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山脇健也 のべ120分
28 長野県下伊那郡平谷村 平谷川 平谷堰堤の上流0.1 km 900 48.8 2014年 4月26日 内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
29 長野県平谷村 平谷川右岸側支流 平谷堰堤の北北東 910 0.16 2016年 2月15日 内田臣一・岡田和也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫・近藤大樹 のべ120分
30 長野県平谷村 平谷川支流 国道418号 今薙橋 880 0.84 2016年 2月15日 内田臣一・岡田和也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫・近藤大樹 のべ120分
31 岐阜県恵那市上矢作町間野 上村川 合川との合流点の直下流 775 78.0 2014年 4月26日 内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
32 岐阜県恵那市上矢作町 飯田洞川 880 11.0 2011年 3月29日 内田臣一・今泉仁希・尾崎大悟・水田哲平 のべ120分
33 岐阜県恵那市上矢作町 阿岳本谷 砂防堰堤上流 780 11.1 2011年 3月25日 内田臣一・今泉仁希・尾崎大悟・松井拓也 のべ120分
34 岐阜県恵那市上矢作町 阿岳本谷 砂防堰堤下流 750 11.4 2011年 3月25日 内田臣一・今泉仁希・尾崎大悟・松井拓也 のべ120分
35 岐阜県恵那市上矢作町 白井沢 砂防堰堤上流 590 9.49 2011年 3月25日 内田臣一・今泉仁希・尾崎大悟・松井拓也 のべ120分
36 岐阜県恵那市上矢作町 白井沢 砂防堰堤下流 580 9.66 2011年 3月25日 内田臣一・今泉仁希・尾崎大悟・松井拓也 のべ120分
37 岐阜県恵那市上矢作町 上村川 新弁天橋直下 400 193 2014年 4月26日 内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
38 岐阜県恵那市上矢作町下 上村川 新澄ヶ瀬橋の真下 335 204 2016年 4月19日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫 のべ120分
39 岐阜県恵那市上矢作町小田子 上村川 根羽川との合流点の直上流 320 214 2014年 4月12日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・牧野清佳・三上佳祐 のべ120分
40 長野県根羽村 根羽川源流 茶臼山山頂の東0.45km 1,280 0.004 2016年 5月17日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・花井亮太・松浦峻也 のべ120分
41 長野県根羽村 根羽川源流 茶臼山山頂の北北西0.2km 1,300 0.046 2016年 5月17日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・花井亮太・松浦峻也 のべ120分
42 長野県根羽村 根羽川源流 茶臼山山頂の北北西0.35km 1,270 0.057 2016年 5月17日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・花井亮太・松浦峻也 のべ120分
43 愛知県豊田市大野瀬町 根羽川 長野県との県境 510 90.5 2014年 4月18日 内田臣一・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
44 愛知県豊田市稲武町 野入川 砂防堰堤上流 805 3.68 2010年11月 2日 内田臣一・中島健太・中村亮介・後藤信総・大野真享・倉地隆裕 のべ120分
45 愛知県豊田市稲武町 野入川 砂防堰堤下流 780 5.80 2010年11月 2日 内田臣一・中島健太・中村亮介・後藤信総・大野真享・倉地隆裕 のべ120分
46 愛知県豊田市大野瀬町 根羽川 大野瀬橋下流0.2 km 450 113 2015年 3月13日 内田臣一・白金晶子 定性
47 愛知県豊田市押山町 根羽川 上村川との合流点の上流0.1 km 310 126 2014年 4月12日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・牧野清佳・三上佳祐 のべ120分
48 愛知県豊田市押山町 矢作川 出合大橋の上流0.2 km 305 342 2014年 4月12日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・牧野清佳・三上佳祐 のべ120分
49 愛知県豊田市稲武町 井山川 砂防堰堤上流 960 1.19 2010年11月 5日 内田臣一・中島健太・大野真享・倉地隆裕 のべ120分
50 愛知県豊田市稲武町 井山川右岸側支流 県道80号のヘアピンカーブ東側 940 0.012 2016年 5月17日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・花井亮太・松浦峻也 のべ120分
51 愛知県豊田市稲武町 井山川 砂防堰堤下流 890 1.39 2010年11月 5日 内田臣一・中島健太・大野真享・倉地隆裕 のべ120分
52 愛知県豊田市稲武町大井平 名倉川 瑞龍寺の南0.6 km　 510 53.8 2008年 5月 1日 浅野敦士・古賀勇気・松下毅大・他5名 のべ120分
53 愛知県豊田市押山町 名倉川 押川大滝の直上 320 92.3 2014年 4月12日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・牧野清佳・三上佳祐 のべ120分
54 愛知県豊田市川手町 矢作川 真弓発電所放水口直上流 305 436 2014年 4月12日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・牧野清佳・三上佳祐 のべ120分
55 愛知県豊田市牛地町 大沢川 砂防堰堤上流 330 0.51 2010年10月26日 内田臣一・中島健太・中村亮介 のべ120分
56 愛知県豊田市牛地町 大沢川 砂防堰堤下流 300 0.53 2010年10月26日 内田臣一・中島健太・中村亮介 のべ120分
57 愛知県豊田市大多賀町 段戸川 県道33号の橋の約0.8 km上流 730 10.2 2008年 5月 8日 浅野敦士・古賀勇気・松下毅大・他4名 のべ90分
58 岐阜県恵那市串原 矢作川 矢作第二ダムと奥矢作橋の間 右岸 180 513 2016年 4月19日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫 のべ120分
59 愛知県豊田市　明智川 矢作川本流との合流点の直上流 180 79.1 2016年 3月28日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規・花井亮太 のべ120分
60 愛知県豊田市時瀬町 矢作川 時瀬発電所前 170 594 2004年 8月12日 相川真哉・峰野雅也・山田健司 のべ60分
61 愛知県豊田市下切町 阿妻川 孫女橋 直上流 175 32.0 2016年 3月28日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・佐藤広規・花井亮太 のべ120分
62 愛知県豊田市下切町 矢作川 日の出橋の上流約0.4 km 170 627 2008年 1月27日 内田臣一 のべ30分
63 愛知県豊田市小渡 矢作川 日の出橋上流約0.1 km 165 635 2008年 4月 7日 名古屋女子大学 4名 のべ90分
64 愛知県豊田市小渡町　介木川 大橋 直上流 170 21.0 2016年 3月28日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・佐藤広規・花井亮太 のべ120分
65 愛知県豊田市小渡町 白石川 堰堤 直上流 小渡やなの南東0.1km 170 3.70 2016年 3月28日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・佐藤広規・花井亮太 のべ120分
66 愛知県豊田市小渡町 矢作川 小渡やな直下流 150 655 2016年 4月19日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫 のべ120分
67 愛知県豊田市有間町 矢作川 有平橋の下流0.3km 左岸 120 665 2016年 4月19日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・松浦峻也・花井亮太・西尾友甫 のべ120分
68 愛知県豊田市笹戸町 矢作川 笹戸橋の真下左岸 115 667 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
69 愛知県豊田市笹戸 矢作川 笹戸橋下流約0.2 km 115 668 2008年 4月 7日 名古屋女子大学 4名 のべ90分
70 愛知県豊田市池島町 矢作川 岩倉橋の下流0.3 km 110 675 2015年 3月16日 内田臣一・白金晶子 定性
71 愛知県豊田市百月町 矢作川 百月発電所の南東約0.4 km 90 702 2008年 1月27日 内田臣一 のべ30分
72 愛知県豊田市上川口町 矢作川 川口やな直下流右岸 87 710 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
73 愛知県豊田市藤沢町 矢作川右岸 阿摺発電所の南西0.6km 70 775 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
74 愛知県豊田市国附町 矢作川 犬伏川合流点の上流0.1km 中州の右岸側 65 782 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
75 愛知県豊田市西広瀬町市場 矢作川 広梅橋上流0.1 km 右岸 60 846 2015年 3月13日 内田臣一・白金晶子 定性
76 愛知県豊田市北一色町 飯野川支流北一色川 金剛寺の西北西0.6 km 210 1.55 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
77 愛知県豊田市迫町 飯野川支流迫川 磯崎神社の南0.2 km 145 1.25 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
78 愛知県豊田市扶桑町（古鼡） 河口から43.8 km 左岸 40 906 2015年 3月13日 内田臣一・白金晶子 定性
79 愛知県豊田市猿投町 猿投川 猿投神社の南南西0.4 km 120 3.20 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
80 愛知県豊田市猿投町　広沢川 堰堤上流 134 3.98 2016年 2月21日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・西尾友甫・佐藤広規 のべ120分
81 愛知県豊田市猿投町　広沢川 堰堤下流 128 4.05 2016年 2月21日 内田臣一・藤本卓也・杉本健一・近藤大樹・西尾友甫・佐藤広規 のべ120分
82 愛知県豊田市猿投町 広沢川 丸子橋の上流0.1 km 110 4.25 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
83 愛知県豊田市八草町 小江戸川左岸側支流 国道155号線の西0.6 km 125 0.10 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
84 愛知県豊田市広幡町 広見川 八幡宮の南0.1 km 135 2.50 2013年 3月25日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・藤江一樹・加藤太志・村田高将 のべ120分
85 愛知県豊田市篠原町 大沢川 永澤寺の西南西0.5 km 100 2.11 2014年 4月 5日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
86 愛知県豊田市千石町六丁目 豊田大橋直下流 32 1,050 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
87 愛知県豊田市渡合町三丁目 矢作川 伊勢湾岸道矢作川橋の直上流 左岸 30 1,100 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
88 愛知県豊田市渡合町三丁目 矢作川 伊勢湾岸道矢作川橋の直上流 右岸 30 1,100 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
89 愛知県豊田市渡合町三丁目 矢作川 伊勢湾岸道矢作川橋の直下流 右岸 20 1,100 2016年 4月16日 内田臣一・藤本卓也・佐藤広規 のべ30分
90 愛知県豊田市羽布町 巴川右岸側支流 新城市との境界の沢 480 2.38 2014年 2月26日 内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
付表 1-1. 矢作川水系における調査地点情報 
103













91 愛知県豊田市羽布町 巴川 新城市との境界の西50 m 465 40.2 2014年 2月26日内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
92 愛知県豊田市羽布町 巴川 羽布ダムの北西0.4 km 香恋橋の直下流 400 51.3 2015年12月28日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・小久保嘉将・山脇健也・杉本健一 のべ120分
93 愛知県豊田市羽布町川合 巴川 大羽橋の北50 m 390 76.6 2014年 2月26日内田臣一・川崎嵩之・岡田和也・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
94 愛知県豊田市野原町 野原川左岸側支流 440 2.43 2016年 5月25日内田臣一・佐藤広規 のべ120分
95 愛知県豊田市野原町・東大林町 野原川本流 大林橋直上流 380 21.9 2016年 5月25日内田臣一・佐藤広規 のべ120分
96 愛知県豊田市平瀬町 巴川 千歳橋の直下流 325 109 2015年12月28日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・小久保嘉将・山脇健也・杉本健一 のべ120分
97 愛知県豊田市平瀬町 巴川 巴川堰堤の直下流 320 115 2015年12月28日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・小久保嘉将・山脇健也・杉本健一 のべ120分
98 愛知県豊田市立岩町・田平沢町 巴川右岸側支流 310 2.13 2016年 5月25日内田臣一・佐藤広規 のべ120分
99 愛知県豊田市四ツ松町・葛沢町 巴川 菰弟子橋 260 130 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
100 愛知県豊田市戸中町 巴川 発電所下流 0.15 km 230 132 2014年 5月 5日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
101 愛知県豊田市戸中町 巴川 盛岡堰堤の直下流 230 134 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
102 愛知県豊田市東川端町 巴川 足助堰堤の下流0.1 km 180 137 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
103 愛知県豊田市怒田沢町 神越川上流支流 大奥山の東1.2 km 760 0.35 2014年 1月 4日内田臣一・川崎嵩之・加藤太志・村田高将・三上佳祐 のべ120分
104 愛知県豊田市怒田沢町 神越川上流 大奥山の東0.8 km 720 1.26 2014年 1月 4日内田臣一・川崎嵩之・加藤太志・村田高将・三上佳祐 のべ120分
105 愛知県豊田市御内町大奥山 神越川 650 5.83 2014年 1月 4日内田臣一・川崎嵩之・加藤太志・村田高将・三上佳祐 のべ120分
106 愛知県豊田市御内町滝沢 神越川 520 13.9 2014年 1月 4日内田臣一・川崎嵩之・加藤太志・村田高将・三上佳祐 のべ120分
107 愛知県豊田市山谷町 神越川 東大見発電所取水堰上流 370 27.5 2014年 5月 5日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
108 愛知県豊田市山谷町 神越川 賀茂堰堤の下流0.1 km 240 29.1 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義 のべ120分
109 愛知県豊田市東大見町 大見川 大見堰堤の直上流 250 13.1 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
110 愛知県豊田市東大見町 大見川 大見堰堤の下流0.1 km 240 13.4 2016年 1月 5日内田臣一・岡田和也・藤本卓也・有竹哲也・高井延泰・山下卓義・山脇健也 のべ120分
111 愛知県豊田市安実京町 巴川 川端橋直下流 160 184 2014年 5月 5日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
112 愛知県豊田市足助町 足助川 萩野橋の上流0.18km 190 25.8 2014年 5月 5日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
113 愛知県豊田市足助町 足助川 室口川合流点の直下流 140 38.4 2014年 5月 5日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
114 愛知県豊田市足助町 巴川 足助大橋の下流0.35 km 114 230 2014年 3月19日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
115 愛知県豊田市足助町追分 巴川 橋下流約0.2 km（白鷲温泉前） 100 242 2004年11月 9日相川真哉・峰野雅也・山田健司 のべ60分
116 愛知県豊田市則定町 巴川 穂積橋の下流0.1 km 75 255 2014年 3月19日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
117 愛知県豊田市王滝町 巴川 滝穂橋直下流 40 282 2004年11月 9日相川真哉・峰野雅也・山田健司 のべ60分
118 愛知県豊田市九久平町 巴川 港橋の上流0.16 km 35 304 2014年 3月19日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
119 愛知県岡崎市宮石町・加茂川町 郡界川 新東名高速道路岡崎SAの北東0.7km 60 33.7 2014年 2月24日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
120 愛知県岡崎市宮石町・加茂川町 郡界川 新東名高速道路岡崎SAの北東0.5km 60 34.5 2014年 2月24日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
121 愛知県岡崎市宮石町・桂野町 郡界川 新東名高速道路 郡界川橋の南南西0.6km 35 36.0 2014年 2月24日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
122 愛知県岡崎市宮石町・桂野町 郡界川 新東名高速道路 郡界川橋の南南西0.9km 35 37.0 2014年 2月24日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
123 愛知県岡崎市細川町 巴川 郡界橋の上流0.35 km 22 356 2014年 3月19日内田臣一・川崎嵩之・大森優樹・早瀬大貴・三上佳祐 のべ120分
124 愛知県岡崎市細川町 矢作川 葵大橋河口から31.8 km 左岸 20 1,358 2015年 3月11日内田臣一・白金晶子 定性
125 愛知県豊田市畝部東町 矢作川 東名高速道路矢作川橋の直下流 18 1,359 2015年12月28日内田臣一・岡田和也・小久保嘉将・山脇健也・杉本健一 のべ120分
126 愛知県岡崎市北野町 矢作川 愛知環状鉄道橋直下流 河口から26.8 km 18 1,426 2013年 3月15日内田臣一・白金晶子 定性
127 愛知県岡崎市矢作町 矢作川 矢作橋 14 1,428 2015年 3月11日内田臣一・白金晶子 定性
128 愛知県岡崎市滝尻町・片寄町 男川 鳥川川合流点の東北東0.1km 80 51.1 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
129 愛知県岡崎市鳥川町 鳥川川支流 新東名高速道路額田トンネル東出口付近 220 0.14 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
130 愛知県岡崎市細光町・片寄町 男川 鳥川川合流点の西0.1km 80 61.3 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
131 愛知県岡崎市樫山町・牧平町 男川 鹿勝川合流点の東0.2km 70 64.4 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
132 愛知県岡崎市樫山町・牧平町 男川 鹿勝川合流点の西0.2km 70 67.9 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
133 愛知県岡崎市桜井寺町 男川 青木川合流点の南東0.2km 50 90.9 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
134 愛知県岡崎市桜井寺町 青木川 乙川合流点の南0.3km 60 11.4 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
135 愛知県岡崎市桜井寺町 男川 青木川合流点の西北西0.2km 50 103 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
136 愛知県岡崎市茅原沢町・生平町 男川 乙川合流点の北東0.4km 30 112 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
137 愛知県岡崎市須淵町 乙川 新東名高速道路乙川橋の北東0.3km 85 58.9 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
138 愛知県岡崎市才栗町 乙川支流入川 秦梨小学校の東0.4km 100 1.10 2015年 2月26日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性
139 愛知県岡崎市秦梨町 乙川 秦梨小学校の南0.6km 60 63.3 2015年 2月25日中日本高速道路（株）、環境・グリーンエンジニア（株） 定性

















































1 1,750 0.045 26 1,650 0.15 51 650 103 77 1,070 0.58 109 1,300 0.066 140 140 472 166 650 1.62 193 300 0.73
2 1,650 0.30 27 1,560 0.63 52 620 107 80 680 16.2 110 1,150 0.25 141 130 476 167 390 20.0 194 200 3.91
3 1,770 0.061 28 1,890 0.032 53 580 120 81 560 38.2 111 690 4.38 142 200 1.27 168 690 0.95 195 200 0.25
4 1,750 0.22 29 1,470 1.13 54 540 125 82 530 44.2 112 1,100 0.52 143 130 478 169 550 2.71 196 140 158
5 1,310 4.90 30 1,420 1.22 55 1,750 0.058 83 890 2.01 113 1,170 0.12 144 430 0.69 170 290 38.7 198 120 162
6 1,320 0.056 31 1,340 1.82 56 1,580 0.10 84 530 15.5 114 1,040 0.22 145 280 6.19 171 260 42.4 199 100 169
7 1,200 7.92 32 1,250 2.15 57 1,100 2.00 85 510 7.04 115 930 2.07 146 150 26.0 172 300 2.43 200 95 691
8 1,690 0.11 33 1,150 3.93 58 1,060 2.68 86 380 269 116 640 4.96 147 110 35.9 173 270 2.54 201 85 695
9 1,350 1.39 34 1,380 0.10 59 1,620 0.029 89 320 285 117 400 85.4 148 1,270 0.25 174 240 100 202 80 696
10 1,210 1.73 35 1,270 0.075 60 1,560 0.11 90 1,850 0.06 118 310 93.6 149 1,220 0.31 175 280 0.25 203 420 1.16
11 1,800 0.045 36 1,570 0.085 61 1,450 0.67 91 1,450 0.36 120 300 380 150 1,150 0.44 176 250 0.92 204 320 4.48
12 1,860 0.024 37 1,480 0.16 62 1,290 1.29 93 1,150 5.18 121 1,080 0.090 151 1,100 0.56 177 250 0.36 205 250 15.2
13 1,340 3.49 38 1,290 1.77 63 1,150 2.77 94 930 13.0 127 260 4.16 152 1,000 0.87 178 940 0.17 206 200 23.
14 1,380 0.40 39 1,170 10.7 64 1,170 0.042 95 1,360 0.12 128 710 1.50 153 960 1.13 179 750 0.70 207 160 44.3
15 1,300 0.95 40 1,120 1.18 65 920 4.61 96 1,270 0.95 129 550 4.60 155 890 1.80 180 580 1.20 208 470 0.68
16 1,200 2.07 41 1,280 3.56 66 1,190 0.65 97 1,210 1.07 130 410 6.96 156 780 3.00 181 380 5.44 209 320 2.12
17 1,130 7.95 42 1,180 9.37 67 680 24.0 98 680 27.4 131 330 9.06 157 670 6.34 182 210 19.3 212 230 4.87
18 1,740 0.042 43 1,100 10.8 68 1,360 0.24 99 1,300 0.41 132 240 17.7 158 510 15.5 183 200 127 213 220 8.94
19 1,520 0.69 44 870 29.6 69 1,260 0.48 100 1,170 1.68 133 290 2.04 159 510 1.06 184 450 0.28 214 180 11.8
20 1,700 0.15 45 750 67.7 70 1,160 0.60 101 1,020 3.11 134 230 5.08 160 400 25.8 185 380 0.43 217 300 0.69
21 1,570 0.070 46 1,350 1.10 71 970 1.52 102 810 1.15 135 210 440 161 360 29.5 186 360 0.30 218 200 1.21
22 1,820 0.037 47 1,070 6.37 72 840 1.97 103 700 12.2 136 490 0.40 162 310 41.8 187 320 0.48
23 1,450 0.45 48 840 12.7 73 770 2.42 104 700 2.49 137 220 3.95 163 310 8.98 188 300 4.95
24 1,040 0.37 49 750 23.3 75 1,770 0.072 107 550 53.3 138 240 0.81 164 300 51.5 189 240 0.38
25 1,850 0.009 50 660 7.20 76 1,050 3.55 108 550 4.00 139 160 461 165 310 0.81 192 160 147
付表 2. 多摩川水系における標高および集水面積 






















































































































































































笹 戸 橋 の 真 下 左 岸
有 間 有 平 橋 の 下 流 0.
3
km
小 渡 や な 直 下 流
白 石 川 堰 堤 直 上 流 小 渡 や な の 南 東 0.
1
km
介 木 川 大 橋 直 上 流
小 渡
下 切 町
阿 妻 川 孫 女 橋 直 上 流
時 瀬 発 電 所 前
明 智 川 本 流 と の 合 流 点 の 直 上 流
矢 作 第 二 ダ ム と 奥 矢 作 橋 の 間 右 岸
段 戸 川 県 道 33 号 の 橋 の 上 流
大 沢 川 砂 防 堰 堤 下 流
大 沢 川 砂 防 堰 堤 上 流
真 弓 発 電 所 放 水 口 直 上 流
名 倉 川 押 川 大 滝 の 直 上
名 倉 川 瑞 龍 寺 の 南 0.
6
km
井 山 川 砂 防 堰 堤 下 流
ヘ ア ピ ン カ ｜ ブ 東 側
井 山 川 砂 防 堰 堤 上 流
矢 作 川 出 合 大 橋 の 上 流
根 羽 川 上 村 川 と の 合 流 点 上 流
根 羽 川 大 野 瀬 橋 下 流 0.
2
km
野 入 川 砂 防 堰 堤 下 流
野 入 川 砂 防 堰 堤 上 流
根 羽 川 長 野 県 と の 県 境




茶 臼 山 山 頂 の 北 北 西 0.
2
km




上 村 川 根 羽 川 と の 合 流 点 の 直 上 流
新 澄 ヶ 瀬 橋 の 真 下
上 村 川 新 弁 天 橋 直 下
白 井 沢 砂 防 堰 堤 下 流
白 井 沢 砂 防 堰 堤 上 流
阿 岳 本 谷 砂 防 堰 堤 下 流
阿 岳 本 谷 砂 防 堰 堤 上 流
飯 田 洞 川
上 村 川 合 川 と の 合 流 点 の 下 流
国 道 41
8
号 今 薙 橋
平 谷 堰 堤 の 北 北 東
平 谷 堰 堤 の 上 流 入 川 と の 合 流 点
1 0 6 0 m 林 道 直 上 の 渓 流
1 0 7 0 m 林 道 上 の 細 流
1 1 0 0 m 林 道 上 の 細 流 の 湧 出 口
1 1 5 0 m 南 の 湧 出 口
1 1 6 0 m 北 の 湧 出 口
1 2 8 0 m 林 道 直 下 の 細 流
1 2 9 0 m 林 道 直 上 の 渓 流
1 3 1 0 m 林 道 上 の 細 流 の 湧 出 口
1 3 3 0 m 林 道 上 の 細 流
1 3 8 0 m 3 本 の 細 流 の う ち 東 の 細 流
1 3 9 0 m 3 本 の 細 流 の う ち 中 央 の 細 流
1 3 9 0 m 3 本 の 細 流 の う ち 西 の 細 流
1 4 4 0 m 2 本 の 細 流 の う ち 南 の 細 流
1 4 4 0 m 2 本 の 細 流 の う ち 北 の 細 流
1 4 7 0 m 尾 根 を 越 え た 細 流
長 者 峰 1 4 9 0 m 林 道 直 下 の 細 流
柳 川 諏 訪 神 社 の 北 東
フ ロ ヤ 沢 合 流 点 の 直 上 流
1 2 3 0 m フ ロ ヤ 沢 源 流
フ ロ ヤ 沢 平 谷 大 滝 東 南 東 0.
5
km
1 4 9 0 m 柳 川 支 流 フ ロ ヤ 沢 支 流 の 源 流
1 1 7 0 m 治 部 坂 峠 の 西 南 西
1 1 8 0 m 峠 川 の 本 流
1 1 8 0 m 柳 川 支 流 峠 川 の 左 岸 側 支 流
柳 川 砂 防 堰 堤 下 流
柳 川 砂 防 堰 堤 上 流
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































愛知工業大学研究報告, 第 52号, 平成 29年, Vol. 52, Mar. 2017 
 
 
 
 
付
表
3
-2
. 
矢
作
川
水
系
の
各
調
査
地
点
に
お
け
る
カ
ワ
ゲ
ラ
類
の
採
集
結
果
（
地
点
名
は
略
称
）
 
 
106
